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 利賀ダム本体建設（第1期）工事は令和5年度に発注し，令和7年度には基礎掘削や仮設ヤード

の整備，ダム堤体打設等に使用する仮設備などの設置を鋭意進めている．本稿では，工事の施

工状況や，現地状況の対応について報告するものである． 
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1. はじめに 

 利賀ダムは，一級水系庄川の右支川である利賀川にお

いて，河口より約40kmの位置に建設予定の重力式コンク

リートダムであり，洪水調節，流水の正常な機能の維持，

工業用水の確保を目的とした多目的ダムである（図-1）．

総事業費は約1,640億円で令和13年度の完成を目標に，

令和6年度よりダム本体の基礎掘削工や地盤変動域対策

工，仮設備設置に向けた仮設ヤード整備に着手した．令

和7年度も引き続きダム本体基礎や地盤変動域対策工の

土工を中心に令和8年度から開始する堤体工打設に向け

て施工を進めている．本稿では，現時点の利賀ダム本体

建設（第1期）工事の施工状況や現地状況への対応につ

いて報告するものである． 

 

2. 令和8年度の本体打設に向けて 

(1) 基礎掘削工 

ダムサイトの地形は，利賀川の浸食により急峻なV 字

谷が形成されている．河床部は標高約330mで，河床部の

両岸には基盤岩が露岩している． 

左岸斜面は谷地形を呈し傾斜は50°以上と急峻である

のに対し，右岸斜面は尾根地形を呈し概ね傾斜40°程度

である．基礎掘削工では，約21万m3の掘削を計画してい

る．河床部の幅は15m程度と狭く，掘削ズリの積込･搬出

に時間を要することから，掘削ズリは叩き落しとし，叩

き落したことにより形成される積込盤から掘削ズリの積

込･搬出を行う計画である（図-2）．  

 
 

 
図-1 利賀ダム位置図 

 

図-2 基礎掘削の基本方針図 



 

 

2024年10月から基礎掘削を進めており，2025年6月末

時点では，左岸EL.430mまでのロッククライミングバッ

クホウによる掘削が完了した（図-3）（写真-1）（写真

-2）． 

 

 

    図-3 基礎掘削工完成イメージ（CIM） 

 

(2) 基礎地盤検査の実施 

 左岸 EL.439～428mに位置する先行打設ブロックにおい

て，ダム本体コンクリートを打設する前にダム基礎地盤

として適しているのか確認するため，基礎地盤検査を行

った． 

a) 先行打設ブロックについて 

利賀ダムサイトの左岸頂部は急峻な地形にあり，法面

が長大になることから，掘削による本体工事の施工スペ

ースの確保が課題となる．そこで堤体端部ブロック

（BL.1）を先行打設し，本体工事の施工スペースとして

利用する計画とした．先行打設ブロックはバッチャープ

ラントからのバンカー線を配置し，本体コンクリートの

他，ゲート等の機械類や資材を場外からトレーラーにて

運搬し当該ブロックにおいて，ケーブルクレーンに受け

渡すことに利用する(図-4)．そのため，令和8年度の堤

体打設の着手に先立ち，先行してダム本体コンクリート

打設を行うものである． 

b) 基礎地盤検査について 

基礎地盤検査とは，ダム基礎地盤として適否を確認す

るために実施するもので，対象とする範囲は堤敷，その

他ダムの安全を図る上で重要な箇所とする． 

基礎地盤検査までの流れを次頁に示す（表-1）．予定

掘削線に達した後、堤体等のコンクリート打設に先立っ

て実施するものとし、原則として仕上げ掘削・岩盤清掃

を完了した状態で実施する。予定掘削線とは、設計図書

に示す掘削線の他、岩質等の状況により監督職員が指示

した掘削線をいう． 

 

 

 

写真-1 基礎掘削工施工状況（R7.6末） 

 

 

写真-2 ロッククライミングバックホウでの施工 
 

 

図-4 先行打設ブロックの位置（CIM） 
 

基礎地盤検査の対象となる掘削は次のように分類される. 

① 通常の掘削方法で予定掘削線まで掘削後、岩盤清掃

を実施するもの（粗掘削なし） 

② 粗掘削後、打設までに時間を要するブロックは風化

防止処理を行い，検査前に仕上げ掘削により予定掘

削線まで掘削後、岩盤清掃を実施するもの 

先行打設ブロックは先行して打設する必要があること

から，①に該当する． 



 

 

表-1 検査に至るまでのフロー 

 

c) 基礎地盤検査の実施 

検査は，現地の地盤状態の記録等，調査設計時と掘削

時の比較した資料を作成し（図-5），2025年7月9日， 

10日に先行打設ブロックでの基礎地盤検査を行った． 

 

 

図-5 実施設計時と掘削時の比較（岩級区分、ダム軸） 
 
地盤調査によるとダムサイト左岸斜面部は，地山浅部

（CM級）岩盤，深部は良質な（CH級）岩盤が広く分布

している． 

現地検査では，検査官である事務所長がハンマーで岩

盤をたたき，岩級区分の確認を行った．検査の結果，設

計時想定した地盤（CM級）より良好な（CH級）の岩盤が

地山浅部に広く出現しており，ダム堤体基礎と岩盤表面

等に問題がないか確認をして問題ないとの判断となった

（写真-3）（写真-4）． 

 

 

写真-3 基礎地盤検査（現地） 
 

 
写真-4 基礎地盤検査（書面） 

 

(3) 仮設ヤード整備 

a) ダムサイト仮設備 

ダム左岸天端において，コンクリート製造・打設設備

を設置する（図-6）． 

 

 
図-6 コンクリート製造･打設設備完成イメージ（CIM） 

 

 2025年6月末時点では、ダム左岸天端にコンクリート
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製造・打設設備設置のため，構台の造成を行っている

（写真-5）． 

b) 骨材製造設備 

一般にダムは原石山を設けて，ダムコンクリートの骨

材に利用する原石を採取するが，利賀ダムでは，基礎掘

削工，トンネル工事等の掘削ズリから骨材として流用す

る計画としている．骨材に利用できる掘削ズリは，下島

骨材置き場で仮置きし，骨材製造設備は仮置き場付近で

の造成を行う（図-7）． 

2025年6月末時点では，骨材製造設備設置のために盛

土による造成を行っている（写真-6）． 

C）濁水処理設備 

 工事により発生した濁水を利賀川に流出するのを防ぐ

ため，濁水処理設備の設置を行っている（写真-7）． 

 

3. 地盤変動域対策工 

右岸直上流部に位置する地盤変動域は，孔内傾斜計の

観測結果から一部で変動が認められている．また，計器

変動位置と断層系の組合わせで想定される“想定ゆるみ

面”との関連性が高く，“くさび状”に不安定化する傾

向にあり，湛水に伴う崩壊が生じるリスクを有してい

る． 

地盤変動域の対策工は，比高差100～250mと大きく，必

要抑止力は極めて大きく，アンカー工の抑止工単独で対

応することは困難であるため，頭部排土を行い必要抑止

力の低減を図り，必要抑止工を配置する． 

2025年6月末時点では，掘削済範囲はEL.599～545m，掘

削土量としては，全体約110万m3のうち，約29万m3（6月

の施工量約11万m3）の掘削が完了している．また，掘削

の進捗に応じて法面保護工の施工を行っている（図-8）

（写真-8）． 

掘削作業は2交代制で実施しており，掘削土砂の搬出

については，掘削面から，頂部までの運搬はアーティキ

ュレートダンプで行い（写真-9），頂部にて10tダンプ

トラックに積み替え約2km先の大洞谷建設発生土受入地

まで運搬を進めている（写真-10）． 

 

 

図-8 地盤変動域対策工完成イメージ（CIM） 

 

写真-5 ダム左岸天端の施工状況（R7.6末） 

 

 

図-7 骨材製造設備完成イメージ（CIM） 

 

 

写真-6 骨材製造設備の施工状況（R7.6末） 

 

 

写真-7 濁水処理設備の施工状況（R7.6末） 



 

 

 

写真-8 地盤変動域施工状況（R7.6末） 

 

4. 見学者対応 

地盤変動域は利賀ダムの施工現場を一望できる箇所に

位置するため，デジタルサイネージを設置し，現場見学

にも積極的に活用している（写真-11）．今後，堤体打

設が始まるため，見学者の増加が見込まれる． 

 

5. おわりに 

本報告では利賀ダム本体建設（第1期）工事の令和7年

6月末時点での施工状況について報告した．利賀ダムの

ダムサイト周辺の地形は平場が少なく，左右岸ともに急

峻で狭隘である．また，ダム本体右岸直上流に地盤変動

域を抱えており，施工に当たって高度な施工管理が求め

られる．令和8年度には本体打設を予定しており，基礎

掘削工や地盤変動域対策工、仮設備の設置がクリティカ

ルとなっているが，安全管理には十分に留意し，現場内

での事故等が発生しないよう徹底し，大規模工事の施工

を焦らず，着実に進めていく． 
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  写真-9 アーティキュレートダンプによる排土 

 

 

写真-10 大洞谷建設発生土受入地（R7.6末） 

 

 
写真-11 デジタルサイネージの活用 

 
 


